
平成２９年６月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年６月２８日（水）午後２時～午後３時４５分
２　場　所　　教育センター　第１研修室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、出居正之学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　なし
６　開　会　　　　　本日の議案は、議案第８号から議案第１３号までの６件。なお、報告事項１については、人事に関する報告のため、所沢市情報公開条例第７条第６号に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
●議案第８号　所沢市立学校給食センター設置及び管理条例施行規則の一部を改正
する規則制定について
資料に則り、池田保健給食担当参事兼保健給食課長から以下のとおり説明がなされた。

本案は、所沢市立学校給食センター設置及び管理条例施行規則の第４条第１項第２号について、「給食主任」とあるものを「食育主任」に改めるものである。これは、給食に限らず食育・食生活の指導を担当する教諭について、すでに現在、学校において「食育主任」と称していることから、同規則においても同様に「食育主任」と改めることとする。
次に、第４条第１項第８号を第９号とし、第５号から第７号までを１号ずつ繰り下げて第５号に「歯科医」を加えるものである。これは、学校給食における食育推進事業を進めていくにあたり、歯科医師からもご意見をいただくことが重要であるため、新たに加えたものである。なお、この件については、平成２７年６月の教育委員会会議において、吉本委員および中川委員からもご意見をいただいていたものである。その他は、文言・規程の整備を行うものである。
質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第９号　所沢市教育振興基本計画審議会委員の委嘱について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長から以下のとおり説明がなされた。

本案は、１月の教育委員会会議で議決いただいた「所沢市教育振興基本計画審議会条例」に基づき、当審議会委員の候補者を選出したことから、当該委員の委嘱について、お諮りするものである。まず、公募市民については、住民基本台帳からの無作為抽出により、社会教育関係者については、所沢市ＰＴＡ連合会及び文化財保護委員会より、社会体育関係者については、スポーツ推進委員会より選出した。
知識経験者に関して、1人目は、日本教育情報化振興会会長を務め、ＩＣＴ関連の研究をしており、学校におけるＩＣＴの活用を充実させること、さらには、本市の「いじめ問題対策委員」、「学び創造アクティブプラン推進委員」、「学校評議員」としても、ご活躍されており、ＩＣＴの分野だけではなく、いじめ問題や学力向上などといった学校教育の分野においても、高い見識をお持ちの方である。
２人目は、元・所沢市立小学校の校長であり、現在も淑徳大学で、教科教育や教師指導を研究しており、学校教育全般に見識があるとともに、本市教育委員会の事務事業に関する点検評価を行う外部評価委員にもなっていただき、本市の教育行政に関する成果や課題等にも精通している方である。

３人目は、東洋大学で社会教育の研究をされており、本市の社会教育委員としてもご活躍されており、社会教育に関して高い見識をお持ちの方である。
４人目は、早稲田大学名誉教授として、地球環境保全や資源管理などの環境分野の研究を行っている。現在、本市はマチごとエコタウン所沢構想に掲げてあるように、環境分野に力を入れており、本計画の策定に際しても、環境教育を充実させたい考えから選出することとした。
学校教育関係者については、市内小中学校の校長から２名を選出した。その他教育委員会が必要と認める者について、１人目は、元・当市の職員で、教育センター教育相談室長、所沢第二幼稚園園長を歴任し、現在も武蔵野短期大学非常勤講師として、幼稚園教諭や保育士などの後進を育てており、幼児教育に関する高い見識があるため選出した。２人目は、わんぱく相撲大会や画家のたまご絵画展などを企画・運営している所沢青年会議所から委員を選出することで、青少年健全育成といった観点を計画に反映させたく選出した。
以上、１３名の方々については、いずれも、高い知識と見識、豊かな経験を有していることから「所沢市教育振興基本計画審議会委員」にふさわしく、様々な分野やお立場からのご助言をいただけるものと考えている。
以下質疑。
（寺本委員）
　　公募市民の方の略暦や年齢について、可能な範囲で教えてください。

（深谷教育総務課主幹）
　　４７歳の会社役員と、パートタイムで働いている３４歳の主婦です。
（吉本委員）

　　会社役員とは、「職業」なのでしょうか。仕事の内容を公開することが「職業」と呼べるものだと思っているので、会社役員だけだと、どのような仕事をしているのか詳細が分からないので、そういうことを「職業欄」に当てはめないような公募の仕方をしてはどうでしょうか。
（寺本委員）
　　無作為抽出の方法を教えてください。

（深谷教育総務課主幹）

　　市内在住の１８歳から７３歳までの市民から２００名を無作為抽出し、応募のあった６名の中から、公開抽選により２名が選出されました。
（中川委員）
　　審議会委員の名簿は、公開されますか。
（深谷教育総務課主幹）
　　市のホームページ等を使って、公開することを考えています。
（吉本委員）

　　第一次教育振興基本計画を策定した際の検討メンバーは、今回の審議会委員に含まれていないのですか。
（深谷教育総務課主幹）
　　第一次の基本計画は、平成２３年に発行しており、検討会議を組織したのはその２年前からとなります。今回の審議会委員は、「所沢市教育振興基本計画審議会条例」制定後に初めて委嘱されたメンバーであり、第一次策定時の検討委員は含まれていません。
（寺本委員）

　　基本計画の原案は、事務局で作成するのですか。それとも、全くゼロから審議会によって作られるのですか。
（深谷教育総務課主幹）

　　第一次の基本計画を引き継ぎつつ、市の総合計画を基に、作業部会において、これまでの成果や今後の課題の洗い出しを行い、原案の作成を行う予定です。
（寺本委員）
　　任期はどれくらいですか。

（深谷教育総務課主幹）
　「委嘱の日から当該調査及び審議が終了した日まで」と定められており、平成

２９年７月から平成３０年１０月までが目安となっています。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第１０号　所沢市公民館運営審議会委員の委嘱について
資料に則り、安田社会教育課長から以下のとおり説明がなされた。

公民館運営審議会は、社会教育法第２９条第２項により「館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき調査審議するものとする」と定められ、同３０条において「教育委員会が委嘱する」とされている。また、所沢市立公民館設置及び管理条例第４条により、委員の定数は１５名以内、委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から委嘱するとされ、その任期は２年と定められている。

　　所沢市公民館運営審議会委員は、本年６月３０日をもって任期満了となることから、今回新たに委嘱するものである。委嘱年月日は、平成２９年７月１日である。１５名の委員のうち新任が５名、再任が１０名である。新規に委嘱する５名の委員については、名簿の１番目、２番目、６番目、８番目、及び１４番目の方が新任である。なお、女性委員は２名となっている。
以下質疑。
（大岩教育長職務代理者）
　　女性委員が２名とのことですが、公民館という場所は、男女問わず活用されている場所だと思いますので、次回は、もう少し委員の中に女性が入るような選考の仕方をしていただければと思います。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第１１号　所沢市スポーツ推進審議会委員の解嘱及び委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長から以下のとおり説明がなされた。

所沢市スポーツ推進審議会委員については、「所沢市スポーツ推進審議会条例」第２条により、教育委員会が任命するとあり、また、第３条でその任期は２年となっている。昨年改選期にあったことから、平成２８年７月１日付けにて新たな方々を委嘱し、現在の任期は平成３０年６月３０日までである。しかし、「スポーツ推進審議会条例」第２条第１号委員（知識経験者）として「所沢市学校開放運営委員会連合会」より推薦していただいていた委員が、３月にご逝去されたことから、１名欠員となっている状態である。そのため、同連合会より新たに推薦していただいた方に、スポーツ推進審議会委員を委嘱したいため、本会議にお諮りするものである。任期については、前任者の残任期間となる。なお、新たな委員は、小手指地区の学校開放運営委員会長であり、長年、市内の強豪少年野球チームの指導者を務め、現在は、低学年チームのコーチとして活躍されている。また、スポーツ分野のみならず、地域活動にも積極的に参加し、ご尽力いただいている。
質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第１２号　所沢市スポーツ推進委員の委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長から以下のとおり説明がなされた。

松井地区については、スポーツ推進委員１名が欠員となっていたが、ここで推薦があり、「所沢市スポーツ推進委員に関する規則」第３条に基づき、委嘱してよろしいか本会議にお諮りするものである。なお、任期については、平成
２９年７月１日から平成３１年３月３１日までである。

スポーツ推進委員の職務は、体力づくりなど各種スポーツ大会の開催・運営及びスポーツの実技指導、或いは地区でのスポーツ大会の開催・運営、学校や公民館等が行うスポーツ行事への協力などを行っていただいている。なお、今回の委嘱により欠員の地区は、吾妻地区と並木地区の２地区となる。
質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第１３号　所沢市立学校給食センター運営委員会委員の委嘱について
資料に則り、池田保健給食担当参事兼保健給食課長から以下のとおり説明がなされた。
所沢市立学校給食センター運営委員会は、学校給食センターの重要な事項を審議するために設置したものである。本年６月３０日の委員の任期満了に伴い、新たに委員を委嘱するものである。

１号委員は、学校長の代表としての選出である。２号委員は、学校の食育主任の代表としての選出である。３号委員は、PTAの代表としての選出である。４号委員は、学校医の代表としての選出である。５号委員は、学校歯科医の代表としての選出である。６号委員は、学校薬剤師の代表としての選出である。７号委員は、狭山保健所からの選出である。８号委員については、学識経験者として選出するものである。９号委員は、市民の公募による選出である。市民公募者については、家庭に児童生徒のいる市民に公募をかけたものである。なお、新任の学識経験者については、市内小学校にて栄養士経験のある方である。
また、任期は、平成２９年７月１日から２年間とするものである。
質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

８　協議事項　平成３０年度所沢市立所沢第二幼稚園園児募集について
資料に則り、岩間学校教育部次長兼学校教育課長より、以下のとおり説明がなされた。
日程以外は、昨年度と変更はない。広報ところざわ9月号等で周知し、募集を行う。募集人員は70人で、応募資格は募集要項のとおりである。入園申請の受付は、9月20日（水）及び21日（木）に行い、健康診断と親子面接を経て、11月10日（金）に入園決定通知を発送する予定となっている。
平成29年度入園の対象となる幼児数は、市全体で2,739人（昨年度2,629人）であり、その内、通園範囲である荒幡・山口地区の対象幼児数は157人（昨年度158人）である。

通園範囲の地域幼児数に対して、実際に入園した幼児数から割り出した入園率に関しては、平成27年度から29年度の間で、一番高かったのは平成29年度で16.0％、一番低かったのは平成28年度で13.3％である。また、平均は14.7％である。以上のデータから推計すると、平成30年度の新入園児数は、21人から25人と予想される。
以下質疑。
（寺本委員）
　　所沢第二幼稚園の正規職員の人数は何名ですか。
（岩間学校教育部次長）

　　５名です。
（寺本委員）
　　通園範囲内の幼児で、所沢第二幼稚園に入園しなかった子ども達は、どうしているのかデータなどはありますか。
（岩間学校教育部次長）

　　詳細は把握しておりませんが、地元の私立幼稚園・保育園への入園が考えられます。

（寺本委員）

　　地域幼児数が１５６人のところ、入園児数が２５人というニーズに対して、市がどういう姿勢をとっているのかということを考えると、所沢第二幼稚園を存続させることが本当に良いのかどうか、考えた方が良いのではないでしょうか。
　　例えば、その中に保育園を待機になっている家庭があるとしたら、かなり矛盾を抱えた運営になると思います。両親がフルタイムの勤務をしている、又は、一人親家庭のニーズに答えるような市全体としてのお金の使い方はないのでしょうか。保育園は教育委員会の管轄ではないかもしれませんが、親のニーズとして方向は同じだと思いますので、今後幼稚園の運営に関しては、市全体の企画として考えていった方が、市民サービスに繋がると思います。
（吉本委員）
　　協議するにあたり、募集要綱のみではなく、付帯事項として存続に関する内容も加えてほしいと思います。
（中川委員）

　　所沢第二幼稚園に関して、市民からの意見は何かあがってきていますか。

（岩間学校教育部次長）

　　過去に市長への手紙にて、所沢第二幼稚園の存続を希望する意見がありました。

（清水委員）
　　この課題に関しては、これまでどのような方向性が示されているのでしょうか。
（内藤教育長）
　　所沢市立幼稚園運営協議会において、廃園が望ましいという答申が出ており、所沢幼稚園は既に廃園した経緯があります。
（中川委員）

　　入園児数がこの人数を割ったら、というように、どこかでラインを引いた方が良いのではないでしょうか。また、入園募集を停止すると、１年間は園児数が半分になるので、その子たちが寂しい思いをしないうちに終わりにした方が良いのかなという気もします。

（清水委員）

　　幼稚園教育が不必要であるとか、小学校からの教育で良いとか、そのような判断なのでしょうか。
（田中学校教育部長）

　　幼児教育は、人間形成の基礎を培う上で、非常に重要であると認識しています。当市の取組のひとつの例としては、小１プロブレムを解消するために、「小一スタートカリキュラム」というものを作りました。これは、幼稚園・保育園と小学校１年生の連携を重視するものです。
幼児教育の重要性に関しては、次期学習指導要領でも謳われており、所沢第二幼稚園の募集人数や通園人数に関わらず、当市としては重要な要素として取り組んでいるところです。　
（清水委員）

　　幼稚園の運営を続けることで、赤字経営など色々な負担が生じることもあるかもしれませんが、モデルケースとして、教育委員会管轄の中できちんとした幼児教育を示し続けて頑張ってみる、ということがあっても良いのかなと思いました。
（内藤教育長）
　　幼児教育の振興については、現在の所沢市教育振興基本計画でも謳っています。教育委員会では、幼児教育の振興の観点から、学校教育課を事務局として、民間の幼稚園・保育園と連絡組織を作っていて、就学前教育には尽力しています。このことと関連して、幼稚園・保育園からできるだけスムースに小学校へ移行できるようにということで、先ほど学校教育部長から説明のあった「小一スタートカリキュラム」を作りました。そういう意味でも、幼児教育を重視して取り組んでいます。

　　この課題に関しては、所沢第二幼稚園をどうするかという視点と、市全体の幼児教育をどう支援するかという視点の両面から見ていく必要があります。
（吉本委員）

　　私立幼稚園の管轄は、どこの部署になりますか。
（美甘教育総務部長）

　　こども未来部の保育幼稚園課の管轄になります。

（寺本委員）

　　「保育幼稚園課」という名前の課があるのであれば、そこがこの課題に関するイニシアチブを持った方が良いのではないでしょうか。所沢第二幼稚園が教育委員会の管轄だからということで、保育幼稚園課が遠慮しているのであれば、それは良くないと思うので、市全体の構想として考えていただくべきだと思います。

（美甘教育総務部長）

　　待機児童の問題、認定子ども園の制度や民間幼稚園との関係など、教育委員会としても、保育幼稚園課と連携を図りながら、全体的な市の方向性を協議していかなければならないと思っています。
（中川委員）

　　保育幼稚園課と会議の場を持つことはありますか。
（美甘教育総務部長）

　　総合計画の中で、行政課題が他の部署と横断的に関わるような場合は、定期的に会議の場を持って話し合うことは可能です。

（大岩教育長職務代理者）

　　所沢第二幼稚園の存続について検討するのであれば、そのことを話し合うための別な場を設けた方が良いのではないでしょうか。
（清水委員）

　　将棋や卓球の世界では若い世代が活躍していて、とても速いスピードで若返っている印象を受けます。そのような世の中の流れを見たときに、所沢市としても、教育や子どもが育つという部分に重点を置いて取り組んでいる、というイメージを持ってもらえる方向性を示せると良いと思います。
９　報告事項
《関係者以外退室　午後３時》
○臨時代理の報告

県費負担教職員（管理職）の人事に関する内申について

及び所沢市教育委員会職員（管理職）の人事異動について（学校教育部）

《関係者以外入室　午後３時７分》
○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の６月から９月までの主な行事予定について(教育総務課)
○平成２９年度所沢市教育委員会の事務事業に関する点検評価について

(教育総務課)

　 ○第８回ところざわ星空フェスティバルについて（生涯学習推進センター）
１０　その他
・美甘教育総務部長より、資料に則り、以下のとおり説明がなされた。

　　４月の教育委員会会議において、教育施設課長より報告があった「中央中学校における校舎内装木質化事業」について、ここまでの教育委員会の対応及び市議会の動向を説明させていただきます。
　　この事業に関する予算については、平成２９年第１回市議会定例会の予算特別委員会にて審議された結果、委員会の付帯決議が付され可決成立しました。付帯決議の内容は、次の４点です。
１．今後事業実施に当たり、国の補助金が得られるように、もう一度最大限努力すること。
２．当該、施工予定実施校が防音校舎であることを鑑み、将来の復温除湿工事との関係を説明し、工事前に当該中学校の保護者の意向調査を実施すること。
３．事業実施時期に関し、市民の立場から他の予算との優先順位を今後十分

配慮すること。
４．木質化の事業化にかかわらず、小中学校の普通教室にエアコン設置を検

討すること。
　　この付帯決議に法的拘束力はないものの、市議会からの意見ということで、教育委員会としては、この内容を真摯に受け止めて、この事業を進めていくことになります。

　　付帯決議の２番目に関してですが、「木の学校づくり『校舎内装木質化工事』について(お知らせ)」という通知を対象校の保護者宛に配布し、事業の目的・効果、及び工事概要をお知らせするとともに、自由意見を記載できる様式で、保護者からの意見を募りました。これに対し、２名の方からご意見をいただき、ご自身の木造校舎で過ごされた経験から「今回の木質化事業に感謝する」という内容や、「温暖化防止には原発をやめた方が効果的であり、温度調整による環境向上を求める」というご意見がありました。市議会における質問項目、及び答弁内容は資料のとおりとなります。
・森田教育施設課長より、資料に則り、以下のとおり説明がなされた。
５月の教育委員会会議にて、中川委員より質問のありました、教育施設課の予算についての説明をさせていただきます。
教育予算についてですが、平成２９年度所沢市全体の一般会計歳出予算については、合計で９６９億４千万円でございます。その内、教育費については９２億４千５百３０万５千円となり、全体の9.5％となっております。市全体として、とても厳しい財政状況が続いておりますが、教育委員会内部により予算内容を精査し、予算要望をしており、市長部局とのヒアリングにより、市の全体的なバランスを見て最終的に調整している状況でございます。年度別の決算額では、平成２６年から平成２８年で小学校費・中学校費ともに、予算額が微増ではありますが増えています。
次に、教育施設課の平成２９年度予算について、資料に則りご説明いたします。１番目の「施設修繕事業」は、学校より修繕の依頼を提出いただき、緊急的に対応する為の予算です。小学校・中学校・幼稚園で、合計金額は１億７千百8０万円です。２番目の「施設改修事業」は、前年度に学校から要望書をいただき、緊急性を加味して予算計上いたします。内容的には、特別支援学級の教室改修工事や防球ネット設置工事・コンピュータ室空調改修工事など、子どもたちの学習環境の整備や苦情に対する対応、そして法規制に対応した修繕等、優先順位を加味して予算を要望いたします。合計３千５百５９万円です。３番目の「所沢市公共建築物修繕計画に基づく施設整備事業」は、建設部営繕課が経営企画課・財政課・教育施設課と事前に協議し、長期的な視点で施設の保全を目的とした計画で、計画金額１０億円を上限として、市内公共施設の全ての中から工事案件を選定いたします。平成２９年度は、小学校の当初予定２件を５件とし、中学校については当初予定６件ありましたが、残念ながら他の部局とのバランスと緊急性のある案件が選定され、先延ばしとなりました。合計１億５千７百７８万８千円です。この計画に入ると総合計画のＡランク事業となり、予算はほぼ確実につくことから、今後も、来年に向けて調整してまいります。

４番から７番については、所沢市教育行政推進施策の環境整備の項目に掲載されていて、教育施設課が計画を策定し行っている事業です。４番の「校舎内装木質化事業」については、中央中学校を平成２９年に３～４階を、平成３０年度に１～２階を整備する事業で、合計６千７百８８万２千３６０円です。５番の「学校トイレ改修事業」は、松井小学校を除く４６校の一系統のトイレを、平成３３年までに、衛生的で奇麗なトイレに改修するものです。昨年までに、１６校の改修を完了し、今年度は６校の改修を行います。合計５億５百９７万１千３６０円です。６番の「学校施設の非構造部材耐震化事業」は、柱・壁の耐震改修は平成２５年までに完了しておりますが、屋内運動場の天井材やバスケットゴールなどの落下防止対策を随時行っております。合計９百９０万７千円です。７番の「防音校舎改修事業」は、防衛省が定めた騒音が著しいとされる「第一種区域」に入る３校の冷暖房を３１年度までに、補助金を活用して整備する事業です。合計２億３千３百９３万３千４００円です。その他、教育施設課では、法律に基づく点検業務委託（消防設備点検・自家用電気工作物点検・給水設備点検・プールろ過機点検・ばい煙発生施設点検・浄化槽点検・昇降機点検・体育施設点検・公共建築物点検）や建物の警備・植栽の伐採等各種委託業務を行っております。５年間の推移を見ると、財政的に厳しい中、大きな変動はなく推移していることが分かります。しかし、小中学校の施設は年を追うごとに経年の劣化が進むことから、なかなか隅々まで修繕が行き届いていないことも現実です。
トイレの水漏れ・雨漏り・外壁のクラック・建具の不具合・プールの漏水など、様々な修繕が必要となることから、緊急性の高いものから順次進め、最大限に努力しているところです。今後も、市全体として、とても財政的に厳しい状況が続きますが、子どもたちの学習環境の改善を行うため、トイレ改修事業や木質化事業、防音改修事業などの既存事業を推進するとともに、緊急に対応する為の施設修繕事業費など維持管理に必要の費用の獲得に力を入れてまいります。
・岩間学校教育部次長より、以下のとおり説明がなされた。
５月の教育委員会会議において、寺本委員より、教員の勤務時間等の確認について、ご提案いただいたことに関して回答申し上げます。
事務局で検討を重ねました結果、調査をする以上は実効性のある内容で、かつ学校現場の負担を考慮して行う必要があり、内容をよく吟味する必要があり、また、所沢市教職員業務負担軽減検討委員会で、現に学校現場に勤務している方からも、ご意見を伺って調査も含めた負担軽減の具体を考えていきたいため、もう少し事務局に時間をいただきたいと思います。今後、７月１２日に業務負担軽減委員会を開催し、負担軽減の具体的な方策につきましても検討を進めていく予定です。
・本日行われた学校視察について

（中川委員）

　　柳瀬小学校と柳瀬中学校を視察しました。両校とも、子ども達が元気よく挨拶してくれて、授業も落ち着いていました。校長先生の立ち振舞いを見ていても、学校のお父さんのような、とても落ち着いたものを感じて、これなら安心だなと思いました。
　　一方で、歴史を重ねているだけあって、綺麗にはしてあるのですが、校舎に不具合が出てきてもおかしくないような印象を受けましたので、そのあたりを漏らさずフォローしていかなければならないなと思いました。

（吉本委員）

　　北秋津小学校と所沢中学校を視察しました。北秋津小は、子ども達がとても元気で、校長先生も明るい印象を受けましたが、環境面で、校舎内の壁をもっときれいにしてあげた方が良いと思いました。そのあたりの予算がついていないことに残念さを感じました。
（清水委員）

　　北秋津小学校と所沢中学校を視察しました。雨漏りに関する話題が出ましたが、今は、火災保険に入っていると手厚く補償してもらえるようですので、雨漏りなど天災によって学校施設に不具合が出たときは、学校保険の内容をよく見て、活用していただければと思います。
（寺本委員）
　　柳瀬小学校と柳瀬中学校を視察しました。授業は整然としていて、眠そうにしている生徒もいないし、立派な展開だと思いました。柳瀬小学校のICTに関してですが、児童全員のタブレットに無線LANがつながるまでに１５分以上も要していたため、早急に対応していただきたいと思います。また、ICT教育推進校に関しては、全教室に無線LANを繋ぐなどの整備が必要だと思いました。
（大岩教育長職務代理者）
　　北秋津小学校と所沢中学校を視察しました。子ども達も、先生も一生懸命取り組んでいました。小学校の授業に関しては、以前と随分変わってきているなという印象を受けましたが、中学校に関しては、あまり変化を感じませんでした。短い時間で授業の一部だけを見た感想ではありますが、教員研修の成果の出方が、予想よりも下回っているのかなという印象を受けました。
（内藤教育長）
　　柳瀬小学校と柳瀬中学校を視察しました。校舎が老朽化している状況下でも、きれいに使ってもらっていることに感謝したいと思いました。柳瀬小の校長先生から、ICT教育を推進する上では、デジタル教科書を画面に映し出せる場所が、各階に２ヶ所ほどしかないので、そのあたりの充実を検討してもらいたいとの話がありました。
　　柳瀬中学校は、生徒がとても落ち着いていました。同校には、昨年も一昨年も訪問しましたが、格段の違いが出ている印象を受けて、各学校が努力していることが分かりました。
（美甘教育総務部長）
　　学校の施設整備について補足させていただくと、築４０年近く経っている学校が多いため、教育施設課の職員が毎日のように学校に出向いて、校長先生から要望を伺っています。そのような状況において、限られた予算の中でどこを直すのか、外見もそうなのですが、まず優先されるべきは、児童生徒の安全であり、事故に繋がらないようにすることだと考えています。そのあたりを見極めながら、優先順位を定めて進めていきたいと思います。

・教育委員会会議７月定例会：７月２４日（月）午後０時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所７階　研修室
　 ・総合教育会議：７月２４日（月）午後３時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　 所沢市役所６階　６０２会議室
・教育委員会会議８月定例会：８月１８日（金）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午後３時４５分

